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 抄 録 
「 シール」は浸透性・接着性に優れた常温硬化型クラック補修材である。現場で施工

機械を用いることなく、簡単に施工することができ、施工後早期に交通開放することがで

きる。また、低温期から高温期まで 年中手軽に施工することができ、低温時にも柔軟性

を有しているため、割れにくく、長期に渡り止水性能を維持することができる舗装用クラ

ック補修材である。

本稿では、「 シール」の性状を紹介するとともに、適用事例およびその供用状況に

ついて報告する。  
 

１．概要及び基本性状

はじめに MD シールの概要及び基本性状について

紹介する。 
 

概要

 MD シールは特
殊アスファルト乳剤
からなる主剤と反応
性樹脂を含有する硬
化剤から構成されて
いる。施工時に主剤
と硬化剤を所定の割
合で混合して、 秒
程度振り混ぜた後、
既設舗装のひび割れ
に注入する。写真－ に示すように MD シールは常温
施工方式の補修材（主剤 、硬化剤 ）であり、
主剤容器の注入口はネジ蓋式キャップを使用している
ため、取り扱い易く簡単に施工できる。

また、MD シールは有機溶剤を含有しないため、人

体への影響や環境負荷が少ない製品である。物理性状

を表－ に示す。

表－ 物理性状

試験項目 代表性状

硬
化
前
性
状

固形分 質量

比重 ℃

粘度 ℃ ・

硬
化
後
性
状

円錐針入度 ℃

軟化点 ℃

弾性

球針

初期貫入量 ℃

復元率 ℃

可使時間と硬化時間

MD シールの可使時間と硬化時間の目安を表－ に
示す。

表－ 可使時間と硬化時間の目安

項 目
気温（℃）

可使時間（分）

硬化時間（分）

MD シールの可使時間は 分程度である。冬季を
想定した ℃の環境下において、注入後 分程度で交
通開放が可能である。

浸透性

クラック補修材はひび割れの表面だけではなく、ひ
び割れの深部まで入り込み、長期にわたり雨水等の侵
入を防止しなければならない。また、舗装のひび割れ
は寒冷期に発生することが多く、実際の補修現場にお
いては、氷点下の施工が考えられる。そのため、舗装
体の全層のひび割れ部に浸透できる性能を確保するこ
とが重要である。

MD シールの主剤の粘度は ･（ ℃）であり、
舗装体の深部または全層のひび割れ部に浸透できる絶
妙な粘度を確保した。浸透性能を確認するため、舗装
調査・試験法便覧 第３分冊 「注入材の浸透性試験方
法」に準拠して、ブローンアスファルトおよびフィラ
ー入りアスファルトとの比較を行った。

浸透深さの結果を図－ に示した。℃～ ℃の温域

では、ブローンアスファルトの浸透深さは１～ ｃｍ程

度で、フィラー入りアスファルトの浸透深さは ～

ｃｍ程度で、MD シールの浸透深さは ｃｍである。

検証結果から、MD シールの浸透性能はブローンア

スファルトおよびフィラー入りアスファルトよりはる

かに優れており、かつ舗装体の温度の影響を受けにく

写真－ 開発品の外観
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・防草緑化一体化シート■
　【登録番号：HR－180001－A】■
　（株）皆建

・ソーラー式LEDクッションドラムⅡ■
　【登録番号：HR－180002－A】■
　（株）イケガミ

【別紙2】NETIS紹介シート

平成３０年度に北陸地方整備局でNETISに登録された技術を紹介します。

技術名称

登録番号 HR-180001-A 区分 製品

申請者 株式会社 皆建 問合せ先 0254-43-5849

平成３０年度に北陸地方整備局でNETISに登録された技術を紹介します。

技術名称

登録番号 HR-180002-A 区分 製品

申請者 株式会社イケガミ 問合せ先 0761-24-2322

防草緑化一体化シート

ソーラー式LEDクッションドラムⅡ

1.概要
①何について何をする技術なのか?

・街路、道路、中央分離帯、公園等の緑地帯の緑化と防草を行う技術。
・雑草を生やさずに緑を作り、緑化と防草を同時にできる技術。

②従来はどのような技術で対応していたのか?
・高・中・低木の植栽や地被類の植込み、定期的な除草・刈込み等のメンテナンス

(植栽工＋年2回程度の維持管理)
③公共工事のどこに適用できるのか?

・道路、街路、公園等の緑地帯における植栽工
・中央分離帯、路側帯、法面等における防草工 マットタイプ

2.新規性および期待される効果
①どこに新規性があるのか?(従来技術と比較して何を改善したのか?)

・防草シートに砂苔を活着させた
②期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)

・砂苔を活着させた防草シートを敷設するだけで雑草の発生を防止でき、かつ、植
生を維持できるため、作業員による定期的な維持管理が不要となり、経済性、施
工性及び安全性の向上が期待できる。

3.適用条件・範囲
①適用可能な範囲

・緑地帯、街路、中央分離帯(土面・砂面・勾配のある所・高所・低所)等のうち、防
草シートをアンカーピンや専用接着剤で固定できる場所。

②特に効果の高い適用範囲
・交通量が多いため交通規制をかけることが困難で、維持管理作業の実施が困難な場所。

4.従来技術との比較
【従来技術：植栽工＋維持管理(年2回)】
●経済性：46％向上 ●工程：43％増加 ●品質：向上 ●安全性：向上 ●施工性：同程度 ●周辺環境への影響：向上

【防草緑化一体化シートの構造】

【施工例】

1.概要
①何について何をする技術なのか?

・ソーラー電源による赤色LED照明を内蔵した内照式クッションドラム。
②従来はどのような技術で対応していたのか?

・商用電源や発電機で電源供給する白色蛍光灯による内照式クッショ
ンドラム。

③公共工事のどこに適用できるか
・道路維持工事
・仮設工事
・車線や分岐点の区分帯、道路の中央分離帯、見通しの悪いカーブ等

に適用可能。
2.新規性および期待される効果
①どこに新規性があるのか?(従来技術と比較して何を改善したのか?)

・従来外部から供給していた照明電源を、ソーラー蓄電池による内部供給に変えた。
・従来の白色蛍光灯を赤色LEDに変えた。

②期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)
・照明電源をソーラー式としたことで、経済性が向上するほか、電源引き込み工事などの設置手間が軽減され施工性も向上する。
・白色蛍光灯を赤色 に変えたことで、夜間及び雨天時や積雪時の視認性が高まり安全性が向上し環境負荷も減少する。

3.適用条件・範囲
①適用可能な範囲

・バッテリーは全放電後、日照条件の悪い曇りの場合、概ね8時間以上、条件の良い晴れの場合、概ね3時間以上で完充電可能。
②特に効果の高い適用範囲

・商用電源の引き込みが困難な場所や騒音面から発電機の使用が困難な場所。
・道路上及び歩道の施設と自転車及び自動車の接触が起こりやすい場所。
・道路工事等での注意喚起が必要な場所。

4.従来技術との比較
【従来技術：照明電源を外部供給する内照式クッションドラム】
●経済性：62％向上 ●工程：70％短縮 ●品質：向上 ●安全性：向上 ●施工性：向上 ●周辺環境への影響：向上

【仕様】

防草緑化一体化シートの構造▶P.22
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令和元年度北陸ブロック発注者協議会の取り組み

北陸地方整備局 企画部 技術管理課

１．はじめに

平成１７年４月１日に施行された「公共工事の品質

確保の促進に関する法律（以下、「品確法」という）」

を踏まえ、総合評価落札方式の導入・拡大等を柱とし

て、発注者間の連絡調整を図るため、平成２０年１０

月に北陸地域（新潟・富山・石川県）の関係省庁の地

方支分部局、県、代表市町村及び特殊法人等の２９機

関（現在；３０機関）で構成される「北陸ブロック発

注者協議会」（以下、「協議会」という。）が設立さ

れました。

その後、公共工事を取り巻く状況が大きく変化し、

特に、インフラの品質確保と生産性向上、担い手確保

などが社会的に求められ、品確法の一部改正、並びに

関連する「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に

関する法律（以下、「入契法」という）」「建設業法」の

三位一体の改正（平成２６年６月４日公布・施行）が

なされました。 
さらに、公共工事の施工時期の平準化に向けた、債

務負担行為・繰越明許費の活用による翌年度にわたる

工期設定、中長期的な発注見通しの作成公表が明記さ

れた品確法が一部改正され、建設工事や建設業に関す

る具体的なルールを定めた建設業法、入契法の改正と

併せ、新・担い手３法として、一体的改正（令和元年

６月１４日公布・施行）がされました。

このような状況において、自治体トップを通じて発

注者の意識の共有化を図り、発注者責任を果たすため

の、北陸ブロック発注者協議会の取り組みは重要にな

っています。令和元年５月３１日に「令和元年度北陸

ブロック発注者協議会」を開催し、今年度の活動方針

やその取り組みについて決定しましたので報告します。

２．協議会の概要

図－１ 組織構成等

協議会の各組織の構成および設立目的等については、

図－１のとおりです。北陸地域の関係省庁の地方支分

部局、県、代表市町村及び特殊法人等による「北陸ブ

ロック発注者協議会」、「幹事会」及び「県部会」に

よって、構成されています。

平成２０年の協議会設立後、行き過ぎた価格競争や、

東日本大震災等の大規模災害の復旧・復興時における

現場での人手不足や将来の担い手不足の懸念など、公

共事業を取り巻く状況が大きく変化してきました。ま

た、品確法の一部改正により、公共工事の品質確保と

その担い手の中長期的な確保に向けて、発注者責任を

果たすための取り組みがますます重要となってきてい

ます。

協議会では、公共工事の品質確保の促進、建設生産

システムの効率化、及び の推進のため

の具体的施策の実施について積極的に展開しています。

また、各発注機関の発注関係事務の取り組みや全国

統一指標の目標達成を明確化するため、取り組み目標

と実施結果を自己評価し、これらの指標値を発注機関

毎に公表しています。

３．令和元年度北陸ブロック発注者協議会の開催

令和元年度の会議は、全ての発注機関が出席できる

よう配慮し、新潟会場（北陸地方整備局）、富山会場

（富山河川国道事務所）、石川会場（金沢河川国道事

務所）の３会場において、ＴＶ会議により開催しまし

た。

今年度は、「全国統一指標」、「適切な工期設定」、「発

注見通しの統合」のテーマについて議論を行い、協議

会活動計画を承認しました。「具体には、この３つの

重点的なテーマに対する活動計画や「発注関係事務の

↓ここから入力してください。 

北陸ブロック発注者協議会 （ 設立）

幹 事 会 （ 設立）

県 部 会

■構成：国、県、全市町村 部会計 機関
■目 的：全ての市町村が着実に取り組むための

情報共有の場として、各県に設置

■構 成：国、県、代表市町村、特殊法人等 機関
■目 的：総合評価方式の導入・拡大等について発注者間相互の連絡調整を図り、

公共工事の品質確保に寄与する

■構 成：国、県、代表市町村、特殊法人等 機関
■目 的：協議会の円滑な運営を補助するため設置

新潟： 設立
富山： 設立
石川： 設立 令和元年度北陸ブロック

発注者協議会の開催▶P.15

平成30年度　女子学生と女性技術者
による現場見学会▶P.17

石川運輸支局（16）建築その他工事
（2018年竣工）▶P.19

■金沢港岸壁再整備事業
　金沢港南地区無量寺岸壁（水深7.5ｍ）は昭和50年度に供用を開始し、主に原木や小麦
等を取り扱い、地域の暮らしを支えてきたほか、小型のクルーズ船の受入れにも利用され
てきましたが、供用後40年以上を経過し老朽化が顕著となったことから、老朽化対策とし
て岸壁の再整備が行われています。
　さらに、老朽化対策に併せて耐震機能を強化し、緊急物資輸送拠点としての機能を確保
すると共に、増加するクルーズ船の受入れ拠点としての機能を確保するための整備も進め
られています。
� （写真提供：北陸地方整備局 金沢港湾・空港整備事務所）


